
木
質
資
源
と
水
資
源

だ
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
（仮
想
水
）
の
視
点
で
は
、
こ

の
認
識
が
覆
る
。
日
本
は
生
活
・

工
業
用
水
は
ほ
ぼ
自
給
で
き
て
い

る
が
、
食
料
輸
入
に
伴
う
仮
想
水

を
含
め
る
と
、
実
質
的
な
水
の
自

給
率
は
過
半
に
満
た
な
い
の
だ
と

い
う
。
私
た
ち
木
材
業
界
に
と
っ
て
、

水
問
題
は
他
人
事
で
は
な
い
。
国

産
材
の
活
用
が
叫
ば
れ
、
日
本
の

収
さ
れ
た
時
、
森
林
が
持
つ
多
面

的
機
能
、
も
っ
と
言
え
ば
、
水
資

源
は
誰
の
も
の
に
な
る
の
だ
ろ

う
。
水
が
武
器
化
す
る
と
な
れ

ば
、
そ
の
武
器
を
み
す
み
す
海
外

に
売
り
渡
す
こ
と
に
な
り
は
し
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
国
産
材
の
利
用

拡
大
に
後
押
し
さ
れ
、
木
材
業
界

で
も
山
の
所
有
に
積
極
的
な
企
業

が
増
え
て
き
た
と
感
じ
る
。
だ

一同開聞に十シー床に
」〕麻鳥臨も需要に対応－

接
着
剤
不
要
の
施
工
に
も
引
き
合
い

ラ
メ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

２
３
２
Ｘ
１
５
３
２

）

Ｏ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
は
木
目
調

の
全
６
柄
で
、
う
ち
２
柄

は
５
月
以
降
の
販
売
を
予

定
す
る
。
同
社
製
品
は
以

前
か
ら
欧
州
の
土
足
文
化

や
、
商
業
施
設
な
ど
通
行

量
の
多
い
場
所
で
の
使
用

に
対
応
し
て
き
た
が
、
今

回
、
耐
摩
耗
シ
ー
ト
層
を

よ
り
厚
く
し
て
耐
久
性
を

２０２６年（令和８年）５月７日

　

木曜日

Ｓ
Ｐ
Ｃ
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

は
石
灰
石
を
主
原
料
と
す

る
基
材
か
ら
な
る
。
同
社

が
国
内
販
売
代
理
店
を
務

め
る
ラ
メ
ッ
ト

（
ベ
ル
ギ

ー
西
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
州
）

の
Ｓ
Ｐ
Ｃ
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

は
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
層
、
耐
摩
耗

コ
ー
ト
な
ど
基
本
５
層
で

構
成
。
高
い
耐
久
性
や
防

水
性
な
ど
を
備
え
る
。

ピ
ッ
コ
ロ
（６

厚
、

４
０
５
Ｘ
８
１
０

）

　

ラ
メ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

（東
京
都
、
鈴
木
香
奈
絵
セ
ー
ル
ス
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
製
品
に
モ
ル
タ
ル
柄
の

「ピ
ッ
コ
ロ
」
を
追
加
し
、
販
売
を
開
始
し
た
。
併
せ
て
、
木
目
調
の

「オ

ー
ボ
エ
」
は
従
来
の
Ｌ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
か
ら
Ｏ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
に
刷
新
し
、
同
調

エ
ン
ボ
ス
・
マ
ッ
ト
加
工
で
よ
り
木
の
質
感
に
近
付
け
た
ほ
か
、
耐
摩
耗
層

を
厚
く
し
通
行
量
の
多
い
揚
所
等
へ
の
対
応
を
強
化
し
た
。

は
、
国
内
人
気
が
高
い
モ

ル
タ
ル
調

（２
柄
）
。
ス

ポ
ー
ツ
用
品
店
等
の
店
舗

・商
業
施
設
や
住
宅
の
水

回
り
の
ほ
か
、
木
造
非
住

宅
の
床
な
ど
に
導
入
す
る

こ
と
で
木
質
感
と
の
対
比

も
楽
し
め
る
。

　

オ
ー
ボ
エ

（６

厚
、

向
上
さ
せ
た
。
ま
た
、
木

目
に
沿
つ
て
表
面
に
強
弱

を
つ
け
た
同
調
エ
ン
ボ
ス

と
マ
ッ
ト
加
工

（
つ
や
消

し
）
を
施
し
、
木
に
近
い

質
感
へ
と
仕
上
げ
た
。

さ
ら
に
６
月
初
旬
に

は
、
同
じ
く
木
目
調
で
同

一

　　

説
感
…・綴
喜

“－

　

　

　

　　　

　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

や，」”【～、
’丁＋ト▲１－｛－

　　

－

　　

Ｌ

　　　　　

」－

　

－ゞ

　　　　　　　

、

　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　

ｒ十ず

　

　　　　　　　

　

　
　　

　

　

　　　　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　　　

モ
ル
タ
ル
調
の
「ピ
ッ
コ
ロ
」
を
ス
ポ

　　　

ー
ツ
用
品
店
に
使
用
し
た
イ
メ
ー
ジ

調
エ
ン
ボ
ス
・
マ
ッ
ト
仕

様
の
新
製
品

「シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」

（５

厚
、
１
９

２
×
１
２
３
５

）
の
追

加
も
予
定
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
人
気
が
高

い
同
調
エ
ン
ボ
ス
及
び
マ

ツ
ト
加
工
へ
の
需
要
に
応

え
た
形
で
、

今
後
も
製
品

展
開
の
拡
充

に
取
り
組

む
。
国
内
に

流
通
す
る
Ｓ

Ｐ
Ｃ
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
は
５

厚
の
製
品

も
多
い
が
、

６

厚
以
上

を
取
り
そ
ろ

え
る
こ
と
で

商
業
施
設
ほ

か
、
幅
広
い

需
要
に
応
え

る
。

　

な
お
、
同

社
Ｓ
Ｐ
Ｃ
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

製
ロ叩の
石
灰
石
を
主
原
料

と
す
る
基
材
は
１
０
０
％

リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
。
製

数
は
新
築
市
況
低
迷
で
減

少
し
た
が
、
棟
単
価
上
昇

と
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
好

調
で
、
住
宅
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
は
増
収
、
大
幅
増

益
と
な
つ
た
。

環
境
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

２６年３月期

　　　

２７年３月期予想、

１．３０９，２８１（１００．９）１，４０８，４００（１０７．６）売

　

上 　　
“

　

３
　　

カ
ン
パ
ニ
ー
は
売
上
高
が

前
期
並
み
、
営
業
利
益
は

増
益
。
営
業
利
益
は
過
去

最
高
。住
・イ
ン
フ
ラ
複
合

材
分
野
で
は
耐
火
・不
燃

材
用
の
新
規
採
用
や
新
製

品
拡
販
が
順
調
だ
っ
た
。

　

ほ
か
に
、
高
機
能
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

は
減
益
。
メ
デ
ィ
カ
ル
事

業
は
減
収
減
益
だ
っ
た
。

　

２
０
２
７
年
３
月
期
は

全
社
で
売
上
高
、
営
業
利

益
の
過
去
最
高
を
目
指

す
。
中
東
情
勢
悪
化
に
よ

る
原
材
料
調
達
の
影
響

で
、
同
社
事
業
に
関
連
す

る
資
材
・
原
料
の
価
格
上

昇
に
対
し
て
製
品
価
格
へ

の
転
嫁
を
進
め
、
影
響
を

最
小
化
す
る
。

値
上
げ
「ゼ
ロ
」主
ヤ
ン
ペ
ー
ン
開
始

６月末までの契約者に現行建築価格で対応

ア
イ
ジ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

ア
イ
ジ
ー
コ
ン
サ
ル
テ

イ
ン
グ

（浜
松
市
、
瀧
浬

幸
也
社
長
）
は
、
昨
今
の

建
材
価
格
の
高
騰
や
供
給

情
勢
の
不
安
定
化
を
受
け

て
、
家
づ
く
り
を
検
討
中

の
顧
客
を
対
象
と
し
た
期

間
限
定
の
「値
上
げ
，ゼ

ロ
″
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

開
始
し
た
。

　

同
社
は
愛
知
県
や
静
岡

県
西
部
で
注
文
住
宅
事
業

や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。
今
回

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
６

月
末
ま
で
に
建
築
請
負
契

約
を
締
結
し
、
１０
月
末
ま

で
に
着
工
可
能
な
顧
客
を

対
象
に
現
行
の
建
築
価
格

で
対
応
す
る
。
高
騰
し
た

資
材
等
の
コ
ス
ト
は
同
社

が
可
能
な
限
り
吸
収
す
る

と
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
自
然
素
材
の

家
づ
く
り
を
推
進
し
て
お

り
、
石
油
製
ロ叩
へ
の
依
存

度
が
低
い
。
セ
ル
ロ
ー
ス

フ
ァ
イ
バ
ー
断
熱
材
や
オ

ー
ル
塗
り
壁
な
ど
、
ナ
フ

サ
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
直

接
受
け
な
い
素
材
を
多
く

取
り
入
れ
て
い
る
た
め
、

全
面
的
な
価
格
高
騰
を
回

避
で
き
た
と
い
う
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

建
築
価
格
の
上
昇
リ
ス
ク

回
避
だ
け
で
な
く
、
工
期

遅
延
リ
ス
ク
へ
の
先
手
対

策

（先
手
発
注
強
化
で
資

材
の
早
期
確
保
、
代
替
資

材
の
提
案
迅
速
化
、
透
明

性
の
高
い
進
捗
報
告
）
を

重
視
し
て
い
く
。

同
社
で
は
、
顧
客
の

「家
づ
く
り
へ
の
想
い
」

が
価
格
の
不
安
に
よ
っ
て

止
ま
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

通
じ
て
コ
ス
ト
対
策
を
講

じ
、
安
心
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。

２６
年
３
月
期

住宅カンパ
ニーが増収増益

　　　

積
水
化
学
工
業

　

積
水
化
学
工
業
（大
阪

市
、
清
水
郁
輔
社
長
）
は

増
収
減
益
。
売
上
高
は
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
経

常
利
益
も
為
替
差
益
に
よ

る
増
益
で
過
去
最
高
を
更

新
。
し
か
し
当
期
純
利
益

は
現
損
損
失
計
上
の
影
響

で
減
益
と
な
っ
た
。

事
業
別
で
は
、
住
宅
力

ン
パ
ニ
ー
が
売
上
高
、
営

業
利
益
と
も
に
前
期
比
超

え
。
住
宅
事
業
の
売
上
棟

木 材刊日

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ
ル
ー
プ
の

「２
０
２
６
年
世
界
１０
大
リ
ス

ク
」
の
１０
番
目
に
、

水
の
武
器

化

（
Ｔ
ｈ
ｅ

　

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

　

Ｗ

ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
）
″

が
挙
が
っ
て
い

た
。
今
、
世
界
は

ク石
油

（
ｏ
ｉ

１
）
″
に
揺
れ
て
い
る
が
、

ク水

（
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
）
″
が
世
界
を
揺

る
が
す
日
も
近
い
よ
う
に
思
う
。

　

Ｗ
Ｍ
０
（世
界
気
象
機
関
）
の

発
表
で
は
、
２
０
５
０
年
に
は
世

界
の
５０
億
人
が
水
不
足
に
陥
る
と

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
こ
の
時
に

も
、
飲
み
水
に
困
窮
し
て
い
る
地

域
や
人
々
が
い
る
。

　

１

　

０
大
リ
ス
ク
で
は
、
水
不
足
が

人
道
危
機
の
段
階
を
超
え
、
国
家

間
対
立
や
支
配
の
た
め
の
戦
略
的

な
「兵
器
」
と
し
て
利
用
さ
れ
る

段
階
に
入
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
水
道
の
普
及

率
が
高
い
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
日

常
生
活
で
水
に
困
る
こ
と
は
な

い
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
問
題
に
よ
り
、
石
油
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
輸
入
依
存
度
の

高
さ
は
改
め
て
認
識
す
れ
ど
も
、

水
は
自
前
で
賄
え
る
も
の
だ
と
考

え
て
い
た
。

水
が
武
器
化
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
日
本
は
揺
る
ぎ
な
い
武
器
を

備
え
て
い
る
。

山

（森
林
）
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
や
か
か
わ
り
も
深
ま
っ
て
い
る

が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
森
林
は

水
源
潤
養
機
能
を
持
つ
。
木
質
資

源
と
水
資
源
と
は
密
接
に
か
か
わ

っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

近
年
は
、
環
境
価
値
の
観
点
か

ら
社
有
林
を
持
つ
企
業
が
増
え
て

き
た
。
．だ
が
、
例
え
ば
、
こ
う
し

た
日
本
の
企
業
が
外
国
資
本
に
買

が
、
木
材
産
出
が
第
一
義
と
な
っ

て
い
る
だ
け
に
、
商
業
林
な
ど
の

経
済
的
価
値
が
あ
る
限
定
的
な
も

の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状

だ
ろ
う
。

だ
が
、
私
た
ち
木
材
業
界
に
課

せ
ら
れ
た
役
割
は
も
は
や
、
木
材

利
用
に
よ
る
「脱
炭
素
社
会
の
実

現
」
へ
の
貢
献
に
と
ど
ま
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
山
と
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
木
材
業
界

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は
、
森

林
の
多
面
的
機
能
を
最
大
限
に
引

き
出
し
、
日
本
の
森
林
を
守
る
新

た
な
山
守
に
な
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

水
が
武
器
化
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
日
本
の
山
を
守
る
こ
と
は
、

日
本
の
防
衛
に
も
つ
な
が
る
よ
う

に
も
思
う
。
さ
ら
に
、
森
林
の
多

面
的
機
能
の
事
業
化
を
考
え
る
こ

と
で
、
山
を
起
点
に
木
材
業
界
の

事
業
の
す
そ
野
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　　　

（べ
し
）

品

（５

厚
）
の
原
料
調

達
か
ら
施
工
・廃
棄
ま
で

の
Ｃ
０
２排
出
量
も
、
一

般
的
な
塩
ビ
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
と
比
べ
約
７８
％
の
削
減

と
な
る
（同
社
調
べ
）
な

ど
、
環
境
負
荷
低
減
を
実

現
す
る
。
ま
た
、
接
着
剤

や
釘
を
必
要
と
し
な
い
サ

ネ
に
よ
る
簡
易
な
は
め
込

み
式
の
施
工
で
、
職
人
不

足
・省
施
工
を
求
め
る
現

場
か
ら
の
引
き
合
い
も
多

い
。同
社
製
品
を
扱
う
双
日

建
材

（東
京
都
）
は
「施

工
時
に
接
着
剤
を
使
用
し

な
い
ラ
メ
ッ
ト
ジ
ヤ
パ
ン

の
Ｓ
Ｐ
Ｃ
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

製
品
は
、
国
際
情
勢
を
鑑

み
れ
ば
時
流
に
合
っ
た
商

品
。
エ
ゴ
建
材
で
も
あ

り
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
・
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ

Ｏ
Ｎ
Ｅ

（テ

ラ
ワ
ン
）
の
推
奨
商
品
と

し
て
拡
販
に
注
力
し
て
い

く
」
（安
東
浩
二
合
板
事

業
本
部
副
本
部
長
）
と
述

べ
て
い
る
。

中部森林管理局

　

中
部
森
林
管

理
局
は
４
月
２１

日
、
２
０
２
６

年
度
重
点
取
組

事
項
を
発
表
し

た
。
当
初
予
算

額
は
、
前
年
度

当
初
予
算
比
０

・
４
％
減
の
１

５
９
億
円
。
重

点
取
り
組
み

は
、

「国
民
の

安
心
・安
全
を

支
え
る
取
り
組

み
」「地
域
の
森

林
・林
業
の
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
」「多
様

で
健
全
な
森
林
づ
く
り
」

の
３
点
。
管
内
４
県

（富

山
、
長
野
、
岐
阜
、
愛

知
）の
製
品
（原
木
）
生
産

量
は
２５
年
度
当
初
予
定
と

同
量
の
２３
万
５
０
０
０
立

方
緒
、
立
木
販
売
量
は
３

％
増
の
４５
万
６
０
０
０
立

方
緒
を
計
画
し
て
い
る
。

　

国
民
の
安
心
・
安
全
を

支
え
る
取
り
組
み
は
、
治

山
ダ
ム
の
設
置
な
ど
管
内

木材の安定供給と需要拡大進める

で
発
生
し
た
地
す
べ
り
被

害
や
土
石
流
の
復
旧
作

業
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
調
査

に
よ
る
災
害
予
兆
対
応
、

低
軌
道
衛
星
通
信
の
活
用

に
よ
る
山
間
奥
地
に
お
け

る
通
信
手
段
確
保
、
緑
の

守
り
手
認
定
事
業
者
制
度

ほ
か
に
取
り
組
む
。

　

地
域
の
森
林
・
林
業
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
は
、
改
正
森
林
経
営

管
理
法
な
ど
を
踏
ま
え
た

市
町
村
業
務
を
現
湯
か
ら

支
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展

開
、
架
線
技
術
者
研
修
に

よ
る
後
継
者
育
成
、
エ
リ

ー
ト
ツ
リ
ー
の
育
成
や
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
苗
木
運

搬
、
シ
カ
な
ど
の
忌
避
効

果
が
あ
る
特
殊
樹
脂
ネ
ッ

ト
の
検
証
、
安
定
供
給
を

視
野
に
入
れ
た
カ
ラ
松
種

子
の
豊
凶
調
査
、
需
要
に

応
じ
た
木
材
の
安
定
供
給

と
「＠
⑨
木
曽
（東
濃
）

ひ
の
き
」
ほ
か
ブ
ラ
ン
ド

材
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
需
要
拡

大
、
樹
木
採
取
権
制
度
の

運
用
を
進
め
る
。

多
様
で
健
全
な
森
林
づ

く
り
は
、
生
物
多
様
性
の

保
全
に
配
慮
し
た
森
林
施

業
、
広
葉
樹
林
に
よ
る
森

作
り
の
具
体
化
、
杉
人
工

林
の
伐
採
と
植
え
替
え
や

少
花
粉
杉
苗
木
の
安
定
調

達
に
向
け
た
関
係
団
体
と

の
調
整
、
シ
力
・
ク
マ
対

策
を
実
施
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
木
曽
地
域

に
お
け
る
２７
年
度
か
ら
５

カ
年
の
森
林
計
画
策
定
、

林
野
庁
と
の
「昭
和
１
０

０
年
記
念
分
収
造
林
」
は

既
に
２
事
業
者
と
契
約
締

結
し
て
い
る
が
、
今
年
度

も
８
月
に
公
募
開
始
を
予

定
す
る
。

な
お
、
主
要
事
業
の
計

画
事
業
量
（４
県
分
）
は

保
育
が
新
植
４
６
１
鍔
、

下
刈
・
つ
る
切
等
１
１
８

４
絵
、
間
伐
２
５
８
６

お
。
収
穫
量
は
主
伐
４３
万

８
０
０
０
立
方
肝
、
間
伐

５６
万
４
０
０
０
立
方
薪
。

林
道
新
設
は
ゼ
ロ
、
改
良

４
７
５
１
ＭＭ
。
治
山
事
業

は
渓
間
工
５５
基
、
山
腹
工

為
絹
、
地
す
べ
り
防
止
工

３
０
９
絹
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

高
校
生
ら
と
交
流
事
業

　

国
土
緑
化
と
オ
イ
ス
カ

　

国
土
緑
化
推
進
機
構

（東
京
都
、潰
田
純
一
理
事

長
）
と
オ
イ
ス
カ
（同
、中

野
悦
子
理
事
長
）
は
１１
～

篇
日
の
日
程
で
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
森
林
保
全
活
動

に
取
り
組
む
高
校
生
等
を

日
本
に
招
き
、
交
流
会
を

開
く
。事
業
名
は

「日
本
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

緑
の
青

年
国
際
交
流
事
業
」。高
校

生
、教
員
、環
境
教
育
指
導

者
の
１５
人
が
来
日
す
る
。

　

日
本
の
森
林
・
林
業
の

現
状
な
ど
を
実
地
で
学
習

す
る
。
長
野
県
木
曽
町
を

訪
れ
、
木
曽
青
峰
高
校
や

長
野
県
林
業
大
学
校
で
の

交
流
授
業
、
森
林
組
合
の

現
場
見
学
な
ど
も
予
定
。


